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ス
ケ
ッ
チ
旅
で
の
出
来
事
（前
号
よ
り
つ
づ
き
） 

 

埼
玉
西
支
部 

 

千
木
良
宣
行 

 

石
に
彫
っ
た
字
が
、
ま
た
実
に
い
い
。
…
は
っ
と
気
が
付
い

た
。
今
ま
で
耳
に
は
入
っ
て
い
た
の
だ
が
、
意
識
に
な
か
っ

た
。
あ
た
り
に
は
滝
の
よ
う
な
驟
雨
の
よ
う
な
、
急
流
の
音

が
立
ち
こ
め
て
い
る
の
だ
。
不
意
に
背
筋
に
戦
慄
が
走
っ

た
。
唐
突
だ
が
、
「
世
界
を
五
蘊
と
見
る
の
は
、
ブ
ッ
ダ
の

基
本
的
な
考
え
方
」
だ
と
、
最
近
知
っ
た
（
立
川
武
蔵
「
ブ

ッ
ダ
を
た
ず
ね
て
」
）
。
『
般
若
心
経
』
に
、
「
五
蘊
皆
空
」
と

い
う
語
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
ブ
ッ
ダ
の
基

本
的
な
考
え
だ
と
ま
で
は
、
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と

を
書
く
と
、
政
治
に
野
心
を
抱
く
某
巨
大
宗
教
団
体
の

会
員
で
は
な
い
か
と
勘
ぐ
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
私
に
は

ま
っ
た
く
そ
の
ケ
は
な
い
。
五
蘊
と
は
、 

①
色
（
し
き
）
…
物
質
：
自
ら
の
感
覚
器
官
が
捉
え
た
も
ろ

も
ろ
の
対
象
の
こ
と
。 

②
受
（
じ
ゅ
）
…
感
受
：
熱
い
モ
ノ
に
触
る
と
、
「
熱
い
っ
！
」

と
思
う
ま
で
も
な
く
さ
っ
と
手
を
引
く
が
、
こ
の
「
熱
い

っ
！
」ま
で
い
か
な
い
「ア
ッ
」く
ら
い
の
感
受
を
い
う
。 

③
想
（
そ
う
）…
観
念
：何
か
に
触
っ
た
と
き
、
そ
の
も
の
が

明
確
に
判
明
す
る
ま
で
の
段
階
の
観
念
。 

④
行
（
ぎ
ょ
う
）
…
心
的
慣
性
：
意
欲
や
記
憶
な
ど
も
こ
の

グ
ル
ー
プ
に
入
る
。 

⑤
識
（し
き
）…
認
識
：
つ
ま
り
想
の
次
の
段
階
の
こ
と
。 

 

こ
の
よ
う
に
ブ
ッ
ダ
は
、
世
界
を
五
つ
の
要
素
で
捉
え
て

い
た
。
そ
の
う
ち
物
質
は
唯
一
つ
「
色
」
で
、
そ
れ
す
ら
「
感

覚
器
官
が
捉
え
た
も
ろ
も
ろ
の
対
象
」
だ
と
い
う
の
だ
か

ら
、
「
世
界
す
べ
て
が
、
感
覚
や
心
の
働
き
で
成
立
し
て
い

る
」
と
考
え
た
、
と
い
っ
て
も
い
い
。
す
な
わ
ち
人
が
死
ぬ
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
世
界
が
消
滅
す
る
と
同

じ
な
の
だ
。
「
五
蘊
皆
空
（
こ
の
世
界
を
成
す
も
の
は
全
て

空
で
あ
る
＝
本
質
が
無
い
）
」
は
、
仏
教
の
基
本
的
な
概
念

だ
が
、
ま
た
絵
画
や
文
学
な
ど
芸
術
全
般
の
根
源
だ
と
思

う
。 

 

漂
泊
の
詩
人
種
田
山
頭
火
は
、
こ
の
、
今
聴
こ
え
て
い
る

水
音
を
詠
ん
だ
！
。 

 

水
音
が
聴
こ
え
て
い
る
の
に
、
私
の
意
識
は
そ
れ
を
捉
え

ず
「
想
」
の
段
階
だ
っ
た
。
そ
し
て
山
頭
火
の
句
を
読
ん
で

水
音
を
認
識
し
た
、
つ
ま
り
「
識
」
の
段
階
に
な
っ
た
。
「
自

分
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
な
ん
と
ま
あ
頼
り
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
か
。
し
か
も
音
立
て
て
流
れ
る
そ
の
水
は
、
併
せ

合
わ
さ
っ
て
大
天
竜
と
な
っ
て
海
へ
注
ぎ
、
つ
い
に
は
雲
と

化
し
て
天
に
昇
り
、
雨
と
な
り
、
還
っ
て
来
る
。
悠
久
の
循 

環
。
短
い
詩
だ
と
は
い
え
、
ま
る
で
横
山
大
観
の
「生
々
流 

転
」の
大
絵
巻
を
観
る
よ
う
な
叙
事
詩
で
は
な
い
か
。 

こ
の
と
き
感
動
に
貫
か
れ
た
私
を
包
ん
で
い
た
の
は
、

真
夏
の
旅
空
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
早
朝
の
空
気
と
、
哀
愁

色
を
帯
び
た
旅
情
と
、
偉
大
な
詩
人
の
魂
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
だ
か
ら
い
か
に
老
い
て
も
、
旅
絵
師
は
止
め
ら
れ
ん

の
じ
ゃ
よ
。 

米
寿
に
世
界
一
周
の
船
旅
へ  

北
口
夢
石 

 
 

 

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
毎
年
五
月
靖
国
神
社
で
自
作
の

陶
器
を
使
っ
て
の
茶
会
が
、
昨
年
平
成
二
十
三
年
で
六
十

回
と
な
り
、
私
も
米
寿
を
迎
え
、
切
り
の
良
い
処
で
六
本

木
で
の
個
展
と
と
も
に
納
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

さ
て
今
年
は
と
…
。
若
い
こ
ろ
か
ら
船
旅
に
憧
れ
て
い
た

の
で
、
新
聞
広
告
で
見
た
地
球
一
周
の
船
旅
に
、
躊
躇
せ

ず
応
募
し
て
、
五
月
八
日
か
ら
一
〇
二
日
間
の
船
旅
を

堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

帰
国
し
て
機
会
の
あ
る
度
に
、
ど
う
し
て
世
界
一
周
に

行
こ
う
と
思
っ
た
の
、
ど
こ
が
一
番
よ
か
っ
た
で
す
か
、
日

本
と
ど
こ
が
違
い
ま
す
か
、
視
野
が
広
く
な
っ
た
で
し
ょ
う

と
か
色
々
聞
か
れ
ま
す
が
、
何
も
変
わ
ら
な
い
私
で
す
。

た
だ
テ
レ
ビ
を
見
て
居
て
、
ア
ゝ
あ
そ
こ
は
行
っ
た
、
あ
そ
こ

は
知
っ
て
い
る
と
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
で
も
身
近

に
感
じ
、
ヘ
ェ
ー
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。
乗
船
し
た
船
は
デ

ン
マ
ー
ク
で
一
九
八
一
年
建
造
の
三
万
五
千
屯
オ
ー
シ
ャ

ン
ド
リ
ー
ム
号
、
船
長
以
下
船
員
は
、
ほ
と
ん
ど
外
国
人

で
し
た
。
五
月
十
二
日
最
初
の
寄
港
地
、
中
国
の
厦
門
（

ア
モ
イ
）
で
は
初
め
て
の
外
国
で
、
と
い
う
思
い
と
、
遠
い
・
・

余
り
に
も
、
立
派
な
港
で
素
晴
ら
し
い
建
築
、
街
、
大
勢

の
人
々
、
想
い
を
一
新
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
誕
生
日
を
船

内
で
祝
っ
て
頂
い
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
十
七
日
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
寺
院
、
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
、
市
内
観
光
。
十
九
日

タ
イ
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
寺
や
民
族
舞
踊
鑑
賞
。
二
十
三

日
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
コ
ロ
ン
ボ
、
お
寺
や
市
内
観
光
、
六
月

四
日
ス
エ
ズ
運
河
通
航
、
日
本
の
援
助
で
架
け
た
日
・挨 

（
エ
ジ
プ
ト
）
友
好
の
橋
を
く
ぐ
る
。
そ
の
前
に
ア
ラ
ビ
ア
海

で
は
四
日
間
、
日
本
の
自
衛
艦
が
警
護
し
て
く
れ
て
実
に

頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。 

五
日
エ
ジ
プ
ト
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
、
博
物
館
等
々
。
七
日
ギ
リ
シ
ャ
、
ミ
コ
ノ
ス
島
、
エ

ー
ゲ
海
に
浮
か
ぶ
美
し
い
島
で
白
壁
の
街
、
白
い
小
さ
な

教
会
等
、
一
人
で
散
歩
し
ま
し
た
。
八
日
ギ
リ
シ
ャ
、
ピ
レ

ウ
ス
、
ア
テ
ネ
を
見
下
ろ
す
世
界
遺
産
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿

日
バ
チ
カ
ン
見
学
の
筈
ず
が
、
教
会
等
、 

を
観
光
。
飛
行
機
で
ロ
ー
マ
に
入
り
一
泊
。
九
日
バ

チ
カ
ン
見
学
の
筈
が
、
体
調
不
良
で
一
日
中
ホ
テ

ル
、
娘
が
飛
行
機
で
日
本
か
ら
到
着
。
私
の
代
わ
り

に
ツ
ア
ー
参
加
、
翌
十
日
飛
行
機
で
カ
タ
ニ
ア
へ、
市

内
観
光
後
舟
に
合
流
。
十
五
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
リ
ス

ボ
ン
、
体
調
不
良
で
上
陸
せ
ず
。
十
七
日
ス
ペ
イ
ン
、

ビ
ル
バ
オ
、
こ
こ
で
も
ツ
ア
ー
に
参
加
せ
ず
、
港
内
を

散
歩
す
る
。
二
十
日
フ
ラ
ン
ス
、
ル
・
ア
ー
ブ
ル
、
片

道
三
時
間
の
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
ツ
ア
ー
に
参

加
、
幻
想
的
な
世
界
遺
産
を
楽
し
み
ま
し
た
。
二

十
一
日
イ
ギ
リ
ス
、
テ
ィ
ル
ベ
リ
、
二
日
間
の
ロ
ン
ド

ン
観
光
に
、
タ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
ビ
ッ
グ
ベ
ー
ン
、
ロ
ン

ド
ン
塔
や
、
ウ
エ
ス
ト
ン
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
等
、
市
内

が
一
望
で
き
る
ロ
ン
ド
ン
ア
イ
に
乗
っ
た
り
、
テ
ム
ズ

川
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
感
一
入
で
し
た
。 

二
十
五
日
ス
エ
―
デ
ン
、
ヨ
ー
テ
ボ
リ
、
雨
に
降

ら
れ
ま
し
た
が
運
河
ク
ル
ー
ズ
、
教
会
、
ハ
ー
ガ
地

区
を
観
光
。
二
十
六
日
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
オ
ス
ロ
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
セ
ン
タ
ー
、
国
立
美
術
館
、
王
宮
、
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
台
等
観
光
。
二
十
八
日
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
ソ
グ

ネ
フ
ィ
ヨ
ー
ル
ド
、
ネ
ー
ロ
イ
フ
ィ
ヨ
ー
ル
ド
、
氷
河

に
削
ら
れ
た
渓
谷
を
約
一
八
０
ｋ
ｍ
遡
上
、
素
晴
ら

し
い
景
観
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

三
十
日
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ッ
ク
、
国
立

公
園
、
ブ
ト
フ
オ
ス
の
滝
、
ゲ
イ
シ
ー
ル
等
観
光
。
七

月
五
日
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
沖
に
て
巨
大
な
流
氷
が

次
か
ら
次
へ
と
澄
み
渡
る
空
気
の
中
で
大
自
然
を

感
じ
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
沖
の
大
西
洋
を

南
航
。
十
五
日
中
南
米
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ラ
グ
ア
イ
ラ
、

緑
の
山
肌
に
家
々
が
立
ち
並
ぶ
静
か
な
港
、
首
都

カ
ラ
カ
ス
の
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
街
と
ス
ペ
イ
ン
時

代
の
旧
市
街
、
民
芸
品
村
、
又
山
頂
ま
で
ひ
し
め
き

合
っ
て
い
る
貧
し
い
家
々
、
中
南
米
の
貧
富
の
差
を

感
じ
ま
し
た
。
十
九
日
パ
ナ
マ
、
フ
リ
ス
ト
バ
ル
、
運

河
鉄
道
に
乗
車
、
運
河
の
閘
門
を
日
本
製
の
小
型

ヂ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
牽
引
し
て
通
行
す
る
船
を

見
学
、
Ｎ
・Ｙ
か
と
思
え
る
新
興
都
市
。 

二
十
日
パ
ナ
マ
運
河
通
航
。
二
十
二
日
ニ
カ
ラ
グ

ア
、
コ
リ
ン
ト
、
市
民
の
歓
迎
パ
レ
ー
ド
を
受
け
、
レ

オ
ン
市
内
で
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
大
聖
堂
内
部
も

拝
見
、
二
十
五
日
グ
ァ
テ
マ
ラ
、
プ
エ
ル
ケ
ツ
ア
ル
、
ス

ペ
イ
ン
時
代
中
南
米
の
政
治
、
宗
教
の
中
心
地
と
し

て
栄
え
た
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
、
サ
ン
フ
ラ
ン
ス
教
会
、
カ

プ
チ
ナ
ス
修
道
院
、
メ
ル
セ
ー
教
会
、
国
立
宮
殿
、

民
芸
品
市
場
等
、
一
泊
し
て
観
光
す
る
。 

二
十
九
日
メ
キ
シ
コ
、
マ
ン
サ
ニ
ー
ジ
ョ
、
静
か
な
港
町
で
、

ツ
ア
ー
に
参
加
せ
ず
船
中
で
友
人
に
な
っ
た
ご
夫
妻
と
三
人

で
市
内
を
タ
ク
シ
ー
観
光
、
道
端
で
イ
グ
ア
ナ
を
見
付
け
た

り
、
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

八
月
二
日
最
後
の
寄
港
地
メ
キ
シ
コ
、
エ
ン
セ
ナ
ー
ダ
、
こ

こ
も
友
人
と
三
人
で
市
内
観
光
、
白
い
美
し
い
迎
賓
館
で
本

場
の
コ
ー
ヒ
ー
を
頂
い
た
り
、
街
中
を
タ
ク
シ
ー
で
巡
り
、
港

の
岸
に
は
ア
ザ
ラ
シ
が
ぎ
っ
し
り
と
日
光
浴
、
珍
し
い
光
景
で

し
た
。
夜
一
路
太
平
洋
を
日
本
に
向
か
っ
て
出
港
。
横
浜
港

ま
で
十
五
日
間
、
船
内
で
は
、
操
舵
室
の
見
学
や
、
ク
ル
ー

ズ
の
間
に
習
っ
た
、
歌
や
踊
り
等
の
発
表
会
。
毎
日
の
よ
う

に
催
さ
れ
た
、
映
画
、
講
演
会
、
ス
ポ
ー
ツ
、
語
学
等
忙
し

く
過
ご
し
て
、
八
月
十
七
日
帰
国
。
日
本
の
暑
さ
に
び
っ
く

り
。
そ
れ
と
清
潔
で
心
地
よ
い
ト
イ
レ
に
ホ
ッ
と
。
日
本
は
最

高
。
で
も
機
会
が
あ
れ
ば
又
出
掛
け
た
い
で
す
。
（終
り
） 

支
部
展
め
ぐ
り 

さ
き
た
ま
支
部
長 

住
佐
美
紗
子 

 

昨
年
二
月
に
さ
き
た
ま
支
部
展
を
久
し
ぶ
り
に
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
お
忙
し
い
の
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
大
宮
と
い
う
土

地
に
初
め
て
の
方
も
い
ま
し
た
。
会
場
が
氷
川
神
社
の
参
道

に
面
し,

能
舞
台
が
あ
り
、
お
茶
室
も
備
え
た
和
の
氷
川
の

杜
文
化
館
は
、
と
て
も
趣
の
あ
る
会
場
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。 

支
部
展
の
後
、
今
年
は
他
の
支
部
展
を
出
来
る
だ
け
回
っ

て
み
よ
う
と
決
心
し
た
。
ま
ず
三
月
の
京
都
支
部
展
、
未
だ

寒
さ
の
中
さ
い
た
ま
新
都
心
か
ら
夜
行
バ
ス
で
京
都
へ
、
会

場
は
旧
日
銀
の
赤
レ
ン
ガ
建
物
を
前
面
に
生
か
し
、
バ
ッ
ク
に

新
し
い
展
示
場
を
も
つ
京
都
文
化
博
物
館
は
素
晴
ら
し
い
。

こ
こ
で
今
年
三
月
に
巡
回
展
を
開
催
で
き
る
の
だ
。 

飯
村
さ
ん
、
四
方
さ
ん
、
小
川
さ
ん
、
陶
芸
の
北
口
先

生
、
ゆ
っ
く
り
話
が
出
来
た
の
は
初
め
て
で
、
「
委
員
会
が
出

来
ま
す
ね
」と
話
題
が
尽
き
な
か
っ
た
。
飯
村
さ
ん
が
「
自
分

の
作
品
だ
け
出
す
の
な
ら
楽
な
も
の
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た

の
に
一
同
全
く
同
感
。 

大
き
い
会
を
運
営
す
る
の
も
、
支
部
展
の
よ
う
に
気
心
の

知
れ
た
人
達
を
ま
と
め
て
一
つ
の
会
を
や
る
の
も
そ
れ
ぞ
れ

に
苦
労
が
あ
る
の
だ
。
し
か
し
や
っ
て
み
た
達
成
感
は
、
苦
労

し
た
者
に
し
か
分
か
ら
な
い
。 

昨
年
四
月
は
神
奈
川
支
部
、
多
摩
支
部
、
千
葉
支
部
、

東
京
東
支
部
、
五
月
埼
玉
西
支
部
、
六
月
東
京
支
部
、
と

廻
り
こ
の
間
に
友
人
知
人
の
出
品
し
て
い
る
公
募
展
や
個
展

を
廻
っ
た
。
支
部
展
は
交
通
の
便
利
な
所
に
在
る
公
共
の
施

設
を
利
用
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
関
東
地
方
で
は
半
日

あ
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
間
が
あ
れ
ば
掛
け
持
ち
で

見
た
り
、
近
く
の
景
色
ウ
ィ
楽
し
ん
だ
り
写
真
や
ス
ケ
ッ
チ

も
で
き
る
。
た
だ
会
員
同
志
の
交
流
や
支
部
間
の
往
来
は
少

な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
当
番
の
支
部
会
員
の
方
は
知
ら
な
い

同
士
の
感
が
あ
っ
た
。
せ
っ
か
く
支
部
展
を
開
催
す
る
の
だ

か
ら
、
も
っ
と
交
流
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。 

 


